
ダム湖堆砂状況
【貯水位EL591.0m】

事業の目的
貯水池への土砂流入を抑制するとともに、
ダム地点における土砂移動の連続性を確保する。

対象土砂 掃流砂、浮遊砂、ウォッシュロード

事業期間 平成12年度～平成28年度試験運用開始予定

事業費 約144億円 (予定)

事業内容

・土砂バイパストンネル

・第３貯砂堰

・分派堰（既設第１貯砂堰改良）
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下流河道の様子

※昭和44年から平成19年までの
貯水池堆砂量及び 掘削土砂量
を合わせた実績堆積土砂量による

1) 事業の目的

（３）小渋ダム土砂バイパストンネル事業の概要



事業後
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小渋ダム

第2貯砂堰

第1貯砂堰

砂利採取

砂利採取

堆砂掘削

小渋ダム

第2貯砂堰

分派堰

（第1貯砂堰改良）

砂利採取

堆砂掘削

第3貯砂堰

砂利採取

土砂バイパストンネル

1) 事業の目的

（３）小渋ダム土砂バイパストンネル事業の概要

小渋ダム土砂バイパストンネル事業前

小渋ダム土砂バイパストンネル事業後

事業前

台風期制限水位(E.L.604.8m)

台風期制限水位(E.L.604.8m)

3.7km 1.5km 0.2km

3.7km 1.5km



分派堰

管理用
トンネル

小渋ダム

第３貯砂堰
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2) 土砂バイパストンネル事業の概要

（３）小渋ダム土砂バイパストンネル事業の概要



土砂バイパストンネル 構造諸元

小渋ダム （参考）美和ダム

断面形状
標準馬蹄型

R=3.95m
内空約54m2

標準馬蹄形
R=3.90m

内空約47m2

縦断勾配 1/50 1/100

全長 約4,000m 約4,300m

設計
対象流量

370 m3 /s 300m3 /s

対象土砂
掃流砂、浮遊砂、
ウォッシュロード

ウォッシュロード
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3) 施設概要：土砂バイパストンネル

（３）小渋ダム土砂バイパストンネル事業の概要

呑口側面図バイパストンネル断面図

土砂バイパストンネル呑口
（平成26年5月）

土砂バイパストンネル吐口
（平成25年11月） 吐口平面図
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第３貯砂堰写真（平成21年3月）

第３貯砂堰 概要

型式 重力式堰堤 堤頂長 90m

計画貯砂量 210,000m3 構造
コンクリート
約10,000m3

計画貯砂勾配 1/58.5 完成年 平成18年度

堤高 10.0m

3) 施設概要：第３貯砂堰

（３）小渋ダム土砂バイパストンネル事業の概要

垂直壁 正面図主ダム 正面図
主ダム
断面図

垂直壁
断面図
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分派堰（第１貯砂堰） 概要

最大越流量 1,300m3/s 施設高さ 20.30m（改良）

計画貯砂量 210,000m3 主ダム
副ダム間距離

24.00m

敷高 EL604.0m 排砂口敷高
EL607.0m（改良）

3.00×3.00m（改良）

越流天端高 EL614.0m 構造
無筋コンクリート(既設）
鉄筋コンクリート（改良）

約9,000m3

最大
越流水深

4.95m ゲート 2門（改良）

分派堰
（第１貯砂堰改良）

第３貯砂堰

BPトンネル

分派堰（建設予定）（平成26年5月）

3) 施設概要：分派堰（第１貯砂堰改良）

（３）小渋ダム土砂バイパストンネル事業の概要

分派堰正面図 分派堰横断図

分派堰平面図
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■ 掃流砂（2㎜≦d）

■ 浮遊砂（0.2≦d<2㎜）

■ ウォッシュロード（d<0.2mm）

4) 土砂量の試算（バイパス運用後）

（３）小渋ダム土砂バイパストンネル事業の概要

①

④

⑤

⑥＝④+⑤‐⑦

③

⑦

④＝①－②－③

⑧＝③＋⑦

約57万m3

約14万m3

約13万m3

約3万m3

約15万m3

約31万m3

約1万m3

約32万m3

③

⑧

⑥

②

CsUser0
タイプライターテキスト
2015.2.9⑥貯水池堆砂量に誤記がありましたので修正しました(約16万m3→約15万m3)

CsUser0
タイプライターテキスト
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5) バイパス土砂量の試算（バイパス運用後）

（３）小渋ダム土砂バイパストンネル事業の概要

①本川流入土砂量

②第３貯砂堰堆砂量

砂利採取

④バイパス後土砂量（貯水池流入土砂量）

土砂バイパス

③バイパス土砂量

⑤残流域流入土砂量

⑦ダム放流土砂量

⑥貯水池堆砂量

⑧流出土砂量

分派堰（第１貯砂ダム）

小渋ダム

第3貯砂堰

①本川流入土砂量＝

年間流入土砂量期待値－

⑤残流域流入土砂量

年間流入土砂量＝

貯水池堆積土砂量(測量)＋
堆砂掘削土砂量(実績)＋
砂利採取土砂量(実績)＋
⑦ダム放流土砂量②第３貯砂堰堆砂量＝

生田堰堤～第３貯砂堰間の

一次元河床変動計算により算出

※掃流砂の95％，浮遊砂の38％，

ウォッシュロードの0％
が堆砂すると推定

③バイパス土砂量＝

S44年～Ｈ6年の流況で，バイパストンネルで

放流可能な流量(年平均バイパス率)を算出

※年平均バイパス率は70％と試算．

従って第３貯砂堰を通過した浮遊砂と

ウォッシュロードの70％がバイパス，

掃流砂は全量バイパスすると試算

④バイパス後土砂量(貯水池流入土砂量)＝

①本川流入土砂量－

②第３貯砂堰堆砂量ー

③バイパス土砂量

⑤残流域流入土砂量＝

滝沢川及び四徳川の堆砂量の

経年変化から算出

※年間流入土砂量の5％と推定

⑦ダム放流土砂量＝Bruneの補足率から算出

※ウォッシュロードの90％が補足されると推定

従って④バイパス後土砂量＋

⑤残流域流入土砂量の内，10％の

ウォッシュロードがダム放流土砂量

と試算

年間流入土砂量期待値＝

S42年～H24年の

年間流入土砂量を確率評価

して算出

⑥貯水池堆砂量＝

④バイパス後土砂量＋

⑤残流域流入土砂量ー

⑦ダム放流土砂量

⑧流出土砂量＝

③バイパス土砂量＋

⑦ダム放流土砂量




